
指定湖沼における発生源別の汚濁負荷量削減の状況

H60～H12 H60～H12 H60～H12 H2～H12 H60～H12 H61～H13 S61～H13 S63～H10 S63～H10 H5～H10

ＣＯＤ -42 -49 -47 -38 -33 -79 -26 -38 -57 -38

Ｔ－Ｎ 19 -44 -44 -6 -24 -68 -1 -35 -44 -28

Ｔ－Ｐ 3 -40 -47 -27 -24 -74 4 -26 -45 -27

ＣＯＤ -16 -27 -14 -54 -23 -56 130 -47 -32

Ｔ－Ｎ -43 -44 -45 -49 -24 -75 28 -49 -26

Ｔ－Ｐ -51 -31 -10 -64 -37 -94 -17 -29 -21

ＣＯＤ -24 -17 -67 -22 -58 -61 -72 -54 -31

Ｔ－Ｎ 27 -15 -75 -20 -54 -60 -74 -64 -46

Ｔ－Ｐ -25 -20 -67 -38 -67 -60 -69 -73 -54

ＣＯＤ -16 -10 -14 -36 -14 88 43 27 41 -16

Ｔ－Ｎ 10 -14 -12 -29 48 -55 48 -22 -24 -9

Ｔ－Ｐ -32 -8 -18 30 30 -24 -53 -25 -19 -15

ＣＯＤ 112 30 13 23 -34 170 ※　　62 18 21 -12

Ｔ－Ｎ 123 30 13 24 -26 93 　　※　-43 19 21 -12

Ｔ－Ｐ 67 31 15 21 56 271 ※　-47 16 18 -12

ＣＯＤ 38 -16 -16 -20 113 42 62 -43 -45 0

Ｔ－Ｎ 42 -14 -11 -14 0 23 23 -10 -15 0

Ｔ－Ｐ 43 -13 0 -15 0 8 106 -48 -51 0

（注） ・表の数字は「第一期湖沼計画策定時」の年度と「直近の湖沼計画策定時」の年度との比較でみた発生源毎の削減割合（％）

　　例えば、霞ヶ浦/生活系/ＣＯＤの場合、Ｓ60の生活系の負荷量100に対してH12の負荷量が42%削減（負荷量が58になった）されたことを示す。　

・平成１５年度湖沼対策検討会（第１回）資料－６の元データを使用。

・※釜房ダム貯水池の市街地の比較年はH3～H13である。

・着色したセルは、指定湖沼全体の傾向と逆のもの。

市街地系

自然系

宍道湖 野尻湖

生活系

工場・事業
系

比較年度

湖沼名 児島湖琵琶湖

（増減率：％）

畜産・水産
系

農地系

諏訪湖
釜房ダム
貯水池

中海霞ヶ浦 印旛沼 手賀沼
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指定湖沼の生活系汚濁負荷量割合の詳細（ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、T-P）

未処理雑排水
20%

単独処理浄化槽
2%

下水道
1%

農業集落排水 0%

自家処理 0%

し尿処理施設 0%

合併処理浄化槽
4%

霞ヶ浦（平成１２年度）

※０％は１％未満を意味する。

ＣＯＤ

自然系その他
37%

水産・畜産系
19%

生活系
28%

事業系
5%

農業系
11%

自然系その他
19%

農業系
7%

水産・畜産系
24%

事業系
6%

生活系
44%

合併処理浄化槽
13%

し尿処理施設
4%

単独処理浄化槽
16%

自家処理 0%

農業集落排水 0%

(未処理雑排水含む)

(未処理雑排水含む)

Ｔ－Ｎ

未処理雑排水
16%

農業集落排水1%

下水道
1%

合併処理浄化槽
12%

し尿処理施設 0%

自家処理
0%

単独処理浄化槽
14%

Ｔ－Ｐ

畜産系
2%

農業系
34%

自然系その他
22%

事業系
9%

生活系
33%

単独処理浄化槽
23%

自家処理 0%

し尿処理施設
13%

農業集落排水 0%

合併処理浄化槽
3%

※０％は１％未満を意味する。

印旛沼（平成１３年度）

(未処理雑排水含む)

(未処理雑排水含む)

ＣＯＤ

畜産系
2%

農業系
17%

自然系その他
37%

事業系
5%

生活系
39%

未処理雑排水
7%

農業集落排水 0%

下水道
4%

合併処理浄化槽
8%

し尿処理施設 0%

単独処理浄化槽
11% 自家処理 0%

Ｔ－Ｎ

水産・畜産系
24%

事業系
4%

生活系
30%

自然系その他
26%

農業系
16%

合併処理浄化槽
18%

し尿処理施設
7%

単独処理浄化槽
24%

自家処理 0%

農業集落排水 0%

(未処理雑排水含む)

(未処理雑排水含む)

Ｔ－Ｐ

畜産系
6%

農業系
13%

自然系その他
14%

事業系
19%

生活系
48%

注：各発生源の汚濁負荷量＝原単位×フレーム（面積、人口等）
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指定湖沼の生活系汚濁負荷量割合の詳細（ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、T-P）

農業集排
1%

合併浄化槽
2%

下水道
4%

し尿汲取り処理
11%

し尿処理施設 0%

単独浄化槽
6% 自家処理（農地還元） 1%

観光客 0%

※０％は１％未満を意味する。

琵琶湖（平成１２年度）

(汲取り家庭の未処理雑排水)

(未処理雑排水含む)

ＣＯＤ

生活系
25%

事業系
16%

畜産系
4%農業系

12%

自然系その他
44%

単独処理浄化槽
52%

し尿処理施設
7%

合併処理浄化槽
2%

自家処理
0%

※０％は１％未満を意味する。

手賀沼（平成１３年度）

(未処理雑排水含む)

(未処理雑排水含む)

ＣＯＤ

畜産系
0%

農業系
8%

事業系
5%

自然系その他
24%

生活系
63%

合併処理浄化槽
11%

自家処理 0%

単独処理浄化槽
41%

し尿処理施設
3%

(未処理雑排水含む)

(未処理雑排水含む)

Ｔ－Ｎ

農業集排
3%

合併浄化槽
5%

下水道
9%

し尿汲取り処理
4%

し尿処理施設 0%

単独浄化槽
6% 自家処理

（農地還元） 0%

観光客 1%

(汲取り家庭の未処理雑排水)

(未処理雑排水含む)

Ｔ－Ｎ

生活系
28%

事業系
13%

畜産系
4%

農業系
12%

自然系その他
43%

畜産系
0%

農業系
16%

事業系
11%

自然系その他
17%

生活系
56%

自家処理 0%

単独処理浄化槽
49%

合併処理浄化槽
13%

し尿処理施設
4%

(未処理雑排水含む)

(未処理雑排水含む)

Ｔ－Ｐ

畜産系
1%

農業系
6%

事業系
18%

自然系その他
9%

生活系
66%

農業集排
4%

合併浄化槽
10%

下水道
2%

し尿汲取り処理
9%

し尿処理施設 0%

単独浄化槽
11%

自家処理（農地還元） 1%

観光客2%

(汲取り家庭の未処理雑排水)

(未処理雑排水含む)

Ｔ－Ｐ

生活系
38%

事業系
22%

畜産系
4%

農業系
11%

自然系その他
25%

注：各発生源の汚濁負荷量＝原単位×フレーム（面積、人口等）
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指定湖沼の生活系汚濁負荷量割合の詳細（ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、T-P）

未処理雑排水
8%

下水道 1%

雑排水沈殿槽処理
2%

合併浄化槽 0%
単独浄化槽 0%

※０％は１％未満を意味する。

諏訪湖（平成１３年度）

ＣＯＤ

自然系その他
68%

生活系
11%
事業系
7%水産系

2% 農業系
13%

下水道
3%

農業集落排水施設 0% 合併処理浄化槽
（201人以上）1%

合併処理浄化槽
（200人以下）3%

し尿処理施設
0%

未処理雑排水
36%

単独処理浄化槽
6%

※０％は１％未満を意味する。

児島湖（平成１２年度）

ＣＯＤ

農業系
13% 畜産系

0%

自然系その他
22%

生活系
49%

事業系
16%

未処理雑排水
4%

下水道
 3% 雑排水沈殿槽処理1%

合併浄化槽
 4%

単独浄化槽 2%

Ｔ－Ｎ

下水道
4%

農業集落排水施設 0%

合併処理浄化槽
（201人以上）3%

合併処理浄化槽
（200人以下）8%

し尿処理施設
0%

未処理雑排水
16%

単独処理浄化槽
28%

Ｔ－Ｎ

農業系
9%

畜産系
1%

自然系その他
11%

生活系
58%事業系

21%

自然系その他
56%

生活系
14%

事業系
8%
水産系
2%

農業系
20%

単独浄化槽2%

合併浄化槽
4%

雑排水沈殿槽処理2%
下水道
3%

未処理雑排水
7%

Ｔ－Ｐ

自然系その他
57%

生活系
18%

事業系10%

水産系6%

農業系
9%

下水道1%
農業集落排水施設 0%

合併処理浄化槽
（201人以上）3%

合併処理浄化槽
（200人以下）8%

し尿処理施設0%

未処理雑排水
16%

単独処理浄化槽
15%

Ｔ－Ｐ

農業系
27%

畜産系
0%

自然系
その他
7%

生活系
44%

事業系
22%

注：各発生源の汚濁負荷量＝原単位×フレーム（面積、人口等）
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指定湖沼の生活系汚濁負荷量割合の詳細（ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、T-P）

事業系
 6%

畜産系 12%

農業系 23%

自然系その他
51%

生活系
8%

合併処理浄化槽 0%

し尿汲取り処理 2%
単独処理浄化槽

 0%

営業雑排水
 3%

宿泊観光客 0%

日帰り観光客 0%
ゴルフ場 0%

※０％は１％未満を意味する。

釜房ダム貯水池
　　　　　　（平成１２年度）

ＣＯＤ

事業系 2%

畜産系 1%

農業系 7%

自然系その他
85%

生活系
5%

未処理雑排水
16%

観光客 0%

下水道
4%

農業集落排水 0%

合併処理浄化槽 1%

単独処理浄化槽
1%

※０％は１％未満を意味する。

中海（平成１０年度）

ＣＯＤ

自然系その他
50%

農業系
11%

畜産系
0%

事業系
16%

生活系
22%

未処理雑排水
8%

観光客 1%

下水道
11%

農業集落排水 1%

合併処理
浄化槽 3%

単独処理浄化槽
9%

Ｔ－Ｎ

自然系その他
44%

農業系
7%

畜産系
2%

事業系
15%

生活系
32%

合併処理浄化槽 1%

し尿汲取り処理 2%
単独処理浄化槽 0%

営業雑排水
 3%

宿泊観光客1%
日帰り観光客 1%
ゴルフ場 0%

Ｔ－Ｎ

ゴルフ場 0%

日帰り観光客 1%

宿泊観光客 1%

営業雑排水 7%

単独処理浄化槽 0%

し尿汲取り
処理 4%

合併処理浄化槽 3%

Ｔ－Ｐ

単独処理浄化槽
7%

合併処理浄化槽
 3%

農業集落排水 1%下水道13%

観光客 1%

未処理雑排水
10%

Ｔ－Ｐ

事業系
 20%

畜産系
 3%

農業系
 7%

自然系その他
54%

生活系
16%

自然系その他
12%

農業系
6%

畜産系
1%

事業系
46%

生活系
35%

注：各発生源の汚濁負荷量＝原単位×フレーム（面積、人口等）
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指定湖沼の生活系汚濁負荷量割合の詳細（ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、T-P）

合併浄化槽 0%

単独浄化槽 0%

未処理雑排水
2%

雑排水沈殿槽処理
3%

※０％は１％未満を意味する。

野尻湖（平成１０年度）

ＣＯＤ

0%

農業系
1%

生活系
5%

自然系その他
94%

未処理雑排水
12%

農業排水処理 0%
合併処理浄化槽 1%

単独処理浄化槽 1%

下水道 0%

観光客 0%

※０％は１％未満を意味する。

宍道湖（平成１０年度）

ＣＯＤ

生活系
14%

事業系
12%

畜産系
1%

農業系
15%

自然系その他
58%

合併浄化槽 2%
単独浄化槽 2%

未処理雑排水1%
雑排水沈殿槽処理2%

Ｔ－Ｎ

農業系
11%

生活系
7%

自然系その他
82%

未処理雑排水
7%

農業排水処理 0%

合併処理浄化槽
5% 単独
処理浄化槽
 6%

下水道 0%

観光客 1%

Ｔ－Ｎ

生活系
19%

事業系
8%

畜産系
4%

農業系
9%

自然系その他
60%

合併浄化槽 2%

単独浄化槽
 4%

未処理雑排水1%

雑排水沈殿槽処理3%

Ｔ－Ｐ

農業系
2%

生活系
10%

自然系その他
88%

農業排水処理 2%

合併処理浄化槽
 8%

単独処理浄化槽
 6%

下水道 0%

観光客 2%

未処理雑排水
13%

Ｔ－Ｐ

農業系13%

自然系その他
25%

畜産系
2%

事業系
29%

生活系
31%

注：各発生源の汚濁負荷量＝原単位×フレーム（面積、人口等）
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